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　７月25日（金）、町内小学生水泳記
録会が東小学校で開催されました。
　夏空の下、子どもたちは新記録を目
指して全力で泳ぎました。また、泳い
でいる同級生に保護者と一緒に声援を
送っていました。
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水道メーターの取替について
新型インフルエンザ等対策行動計画
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▼
取
替
作
業
に
つ
い
て

【
作
業
実
施
者
】

　

田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団

【
作
業
時
間
】

　

10
分
程
度

※
作
業
中
は
水
道
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
立
会
い
に
つ
い
て
】

　

立
会
い
は
原
則
不
要
で
す
。

※
ご
不
在
の
場
合
で
も
取
替
作
業
を
い
た
し
ま
す
。

※
水
道
メ
ー
タ
ー
が
車
の
下
や
家
屋
内
に
あ
る
場

合
な
ど
は
、
立
会
い
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

　

取
替
作
業
終
了
後
、
一
時
的
に
空
気
の
混
入
に

よ
る
白
い
水
や
濁
っ
た
水
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
最
初
に
水
道
を
使
う
と
き
は
、
蛇
口
を
ゆ
っ

く
り
開
け
て
、し
ば
ら
く
水
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

水道メーターの取替を実施します

▼
取
替
費
用
に
つ
い
て

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
費
用
に
つ
い
て
は
、
当

企
業
団
が
負
担
し
ま
す
。

　

作
業
中
に
給
水
施
設
の
劣
化
・
腐
食
・
破
損
な

ど
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
交
換
・
修
理
を
要
請
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
契
約
者
負
担
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
事
前
に
ご
相
談

し
ま
す
。

▼
悪
質
な
業
者
に

　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

取
替
作
業
の
際
、
家
屋
内
の
蛇
口
修
理
の
斡
旋
や

浄
水
器
の
販
売
な
ど
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

作
業
員
は
、
当
企
業
団
が
発
行
し
て
い
る
『
田

布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
職
員
証
』
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
提
示
を
求
め
て
く

だ
さ
い
。

　適切な水道使用量を測るため、計量法に基づく検定有効期間の８年に近づいた水道メーター
（量水器）を取替交換しています。
　本年度において検定有効期限１年前となるものについて、順次取替作業を行います。

問田布施・平生水道企業団
　 ☎５２ ‐ ２４００

▼ 取替対象メーターの確認方法

　水道使用量の検針後に各家庭に配布し
ている『使用水量のお知らせ』のメーター
番号で確認してください。

平成26年度取り替え対象番号
2605－001 ～ 2704－999

水道メーター（量水器）

量水器ユニットBOX

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

　
　
　
　
　
し
ま
せ
ん
か

　

８
月
の
毎
週
日
曜
日

　
　

午
前
５
時
30
分
ス
タ
ー
ト

　
地
域
交
流
館
に
集
合
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

実
施
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

問
田
布
施
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
内
）

　

☎
52
‐
５
８
１
３

魅
力
再
発
見
！
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町
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
の
施
行
を
受
け
て
、
行
動
計
画
を
作

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
病
原
性
の
高
い
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
こ
れ
と
同
様
に
危
険
性
の

あ
る
新
し
い
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
、
国

や
県
と
連
携
し
て
感
染
拡
大
を
可
能
な
限
り
お

さ
え
る
こ
と
で
町
民
の
生
命
お
よ
び
健
康
を
保

護
し
、
生
命
や
経
済
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
計
画
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
未
発
生
期
、
海
外
発
生
期
、

地
域
未
発
生
期
、
地
域
発
生
早
期
、
地
域
感
染

期
、
小
康
期
の
６
つ
の
発
生
段
階
ご
と
に
、
①

実
施
体
制
、
②
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
情
報
収
集
、

③
情
報
提
供
・
共
有
、
④
予
防
・
ま
ん
延
防
止
、

⑤
医
療
、
⑥
町
民
生
活
お
よ
び
経
済
の
安
全
の

確
保
の
６
つ
の
項
目
に
つ
い
て
具
体
的
な
対
策

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

町
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
各
公
民
館
に
閲

覧
用
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
田
布
施
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
前
か
ら

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
情
報
や

　

発
生
時
に
と
る
べ
き
行
動
な
ど
、
そ
の
対
策

に
関
す
る
知
識
を
得
る
よ
う
こ
こ
ろ
が
け
ま

し
ょ
う
。

・
発
生
時
に
備
え
て
、
各
自
が
食
料
品
・
生
活

　

必
需
品
等
の
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
は

・
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
時
と
同
様

　

に
、マ
ス
ク
着
用
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、手
洗
い
・

　

う
が
い
等
の
感
染
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

・
発
生
の
状
況
や
予
防
接
種
な
ど
実
施
さ
れ
て

　

い
る
対
策
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
て
、
感

　

染
拡
大
を
抑
え
る
た
め
の
対
策
を
実
施
す
る

　

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
等
お
よ
び
そ
の

　

接
触
者
に
対
し
て
、
偏
見
や
差
別
を
持
た
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
田
布
施
町

　
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
策
定
し
ま
し
た

問
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
52
‐
４
９
９
９

　　　　　

○日時　９月28日（日）

　　
　　午前10時～午後５時

　　　

　（受付：午前９時30分～午前10時）

○会場　柳井クルーズホテル（柳井市南町4-1-1）

　　　　☎０８２０-２３-６０００

○参加対象

　【男性】20歳～ 45歳の独身者で、柳井地域

　　　　　（柳井市・周防大島町・上関町・

         田布施町・平生町）にお住まいの人

　【女性】20歳～ 45歳の独身者（住所は問いません）

彼（女）に恋する

　　　　　　カップリングパーティー

サザンセトに恋して

※応募者多数の場合は、申込締切後に抽選となります

が、締切前であっても、募集を打切る場合があります。

結果につきましては、抽選後ご連絡いたします。

○参加費用　男女各3,000円（昼食代含む）

○参加定員　男女各40人

○内容　スイーツ製作体験・ラウンジでのフリー

　　　　バイキングなど

○申込締め切り　９月19日（金）

○主催　柳井地区広域行政連絡協議会

○協力　らくよりドットコム（やまぐち結婚応援団）

○申込・問合せ先

　・企画財政課　☎５２-５８０３

　・らくよりドットコム　専用メールアドレス

　　 sayei@m7.gyao.ne.jp

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
備
え
ま
し
ょ
う
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デザイン：石ノ森　章太郎

生涯学習のマスコット “ マナビィ ”

NO.262

　先日催された『たぶせハゼの実ろうそくまつり』の灯火は、幻想的
な佇まいに、毎年見惚れてしまいます。そのまつりの発端は、ハゼ
の実ロウ復活委員会事務局長である岡部正彦さんの文化伝承の熱い
思いからでした。

復活作戦のスタート

戎ヶ下自治会　岡部　正彦

　宿井地区にたった１本だけ残る『宿井のハゼの
木』は樹齢２５０年の古木、毛利藩が推進した『防
長四白政策』の生き証人として、今でも秋には、
たわわに実をつけています。
　ＮＨＫの大河ドラマ『毛利元就』が放送された平
成９年11月、「やるなら今年しかない…」と江戸
時代の方法でハゼの実からロウを作るグループ

『ハゼの実ロウ復活委員会』が発足、毛利の特産を
田布施の特産に…と、ハゼの実ロウ復活作戦がス
タートしました。
　まず、昔の文献などを参考に「立木式しぼり機」
を手づくり、近くの山に出かけてハゼの実採取、
選別…と、何もわからないままのスタートでした。
それでもなんとかロウの抽出に成功、大河ドラマ
の最終回が放送された12月中旬の日曜日、初め
て火を灯しました。

小学生の郷土学習
　「子どもたちに体験させたいのだが…」と、宿井
のハゼの木の近くにある城南小学校から連絡が
入ったのは翌年の春でした。６年生の児童に一連
の工程を体験させ、郷土の歴史や文化を学習させ
たいというものです。その年から始まった『体験
学習』は、会員が先生になって採って来たハゼの

実の選別からしぼり機に掛けてロウを絞り出すま
での作業、おみやげに渡すカップ入りキャンドル
に子どもたちは大喜びです。先人たちの『ものづ
くり』の大変さを身をもって体験した子どもたち
は物を大切にする気持ちも芽生えたようです。こ
の体験はそれ以来もず～っと続いて今年で16回
目、最初にやって来た子どもたちは27才の若者、
歴史を感じさせます。この体験学習は、城南小学
校のほか、田布施西小、麻郷小でもやってきてい
ます。
　
たぶせハゼの実ろうそくまつり
　平成13年に開催された山口きらら博では移動
式しぼり機を会場に持ち込んで約２５０人が「ロ
ウしぼり」を体験しました。その反省会で女性会
員から「田布施でもハゼの実ロウをアピールする
イベントをやったら…？」という意見が出ました。
なるほど、地元の人に知ってもらうのが一番、と
始まったのが田布施川の夏まつり『たぶせハゼの
実ろうそくまつり』（ハゼろうまつり）です。対岸
に灯す「千のあかり」や「大灯文字」、芝生広場を
キャンパスに見立てて描く「巨大ろうそく絵」、ろ
うそくのあかりに包まれる「川辺のステージ」、滋
賀県高島市から毎年来てくれる和ろうそく職人　
大西明弘さんの「和ろうそく手掛け実演」…と、『静
かなまつり』は13回目となった今年も多くの人に

『川辺の夕涼み』をお楽しみいただきました。
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第168回

茶道（裏）教室

城南公民館

　

茶
道
に
は
、
季
節
に
応
じ
た
お
点

前
が
、
何
通
り
も
あ
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
は
、「
洗
い
茶
巾
」
と
い
う

夏
の
お
点
前
の
お
稽
古
中
に
茶
道

（
裏
）
教
室
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
洗
い
茶
巾
」
と
は
、
茶
巾
を
絞

る
時
の
し
ず
く
の
水
音
を
強
調
し
て

た
て
る
こ
と
で
涼
を
感
じ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
日
常
生
活
で
の
水
音
は

気
に
留
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
点
前
で
聞
く
水
音
は
と
て
も
涼
や

か
に
聞
こ
え
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

　

ま
た
、「
葉(

は)

蓋(

ぶ
た)

点
前
」は
、

蓮
の
葉
の
上
に
水
滴
を
落
と
す
と
葉

の
上
で
こ
ろ
こ
ろ
と
玉
に
な
り
転
が

る
様
が
、
と
て
も
爽
や
か
で
涼
し
く

神
秘
的
に
感
じ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
人
一
人
の
お
稽
古
で
は
、
お
点
前

中
に
、
先
生
が
お
茶
碗
や
茶
席
に
飾
っ

て
あ
る
お
花
、
お
点
前
の
所
作
に
つ
い

て
や
さ
し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
茶

道
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

教
室
の
皆
さ
ん
も
、
日
常
使
わ
な

い
会
話
や
細
や
か
な
動
作
が
自
然
に

身
に
つ
く
の
で
勉
強
に
な
り
、
何
よ

り
お
稽
古
も
笑
い
の
中
で
楽
し
く
ひ

と
と
き
を
す
ご
せ
る
の
が
良
い
と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私
も
思
い
が
け
な
い
お
も
て
な
し

で
、お
茶
を
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

お
茶
は
疲
労
回
復
に
も
な
る
そ
う

で
、
毎
年
、
公
民
館
の
文
化
祭
で
設

け
る
茶
席
で
、
皆
さ
ん
も
日
常
を
離

れ
、
心
に
潤
い
を
入
れ
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

■
講　

師　

岡
本　

宗さ
か
え栄

■
日　

時　

第
１
・
３
月
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

■
場　

所　

城
南
公
民
館
和
室

■
代
表
者　

竹
内　

和
子

　
　
　
　
　

☎
53
‐
０
５
５
４

サークルウォッチング

　

教
育
基
本
法
第
一
条
に
、
教
育
の
目

的
は
人
格
の
完
成
を
目
指
す
こ
と
で
あ

る
と
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
差
別
の
な

い
、
平
和
な
社
会
を
築
く
た
め
に
、
こ

の
こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

さ
て
、
本
校
の
教
育
を
一
言
で
言
う

と「
金
声
健
児
の
育
成
」で
す
。こ
の「
金

声
」と
は
、
中
国
の
古
書「
孟
子
」の
一

節
、「
金
声
玉
振
」か
ら
引
用
さ
れ
た
も

の
で
、「
才
知
と
人
徳
を
兼
備
し
、
優

れ
た
人
物
と
し
て
大
成
す
る
」
と
い
う

意
味
で
す
。
明
治
11
年
に
、
山
口
県
か

ら「
金
声
小
学
」の
校
名
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
「
人
徳
を

備
え
る
」
こ
と
が
金
声
健
児
の
人
格
形

成
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の「
金
声
健
児
の
育
成
」を
支
え
て

い
る
の
が
昭
和
32
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

し
た「
立
志
の
教
育
」で
す
。
６
年
生
が

卒
業
す
る
に
あ
た
っ
て
、
将
来
自
分
が

社
会
に
役
立
つ
人
と
な
る
た
め
の
誓
い

（
志
）を
立
て
、
巻
紙
に
一
人
一
人
が
筆

で
し
た
た
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
誓
い

は
、
卒
業
証
書
授
与
式
の
場
で
一
人
ひ

と
り
が
力
強
く
述
べ
る
と
と
も
に
、「
万

志
録
」
と
し
て
永
く
学
校
に
留
め
置
か

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
30
年
前
か
ら
実
践
し
て

い
る
伝
統
の
教
育
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
元
神
戸
大
学
教
授
の
森
信
三

先
生
が
提
唱
さ
れ
た
「
立
腰
教
育
」
で

す
。
腰
骨
を
立
て
る
こ
と
で
、
強
い
精

神
力
や
主
体
性
、
毅
然
と
し
て
行
動
で

き
る
態
度
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
も
同
じ
く
森
先
生

の
箴し

ん
げ
ん言
で
あ
り
ま
す
「
場
を
清
め　

礼

を
正
し　

時
を
守
る
」で
す
。
こ
れ
は
、

社
会
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
秩
序
で

あ
り
、
立
派
な
社
会
人
で
あ
る
た
め
の

守
る
べ
き
指
針
と
し
て
、
先
生
が
私
た

ち
に
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に

は
、
ご
み
を
拾
う
、
は
き
も
の
を
そ
ろ

え
る
、
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
す

る
、「
は
い
っ
」と
大
き
な
声
で
返
事
を

す
る
、
廊
下
を
静
か
に
歩
く
、
人
に
親

切
に
す
る
、
時
間
を
守
る
な
ど
で
す
。

本
校
で
は
、
こ
の
「
場
を
清
め　

礼
を

正
し　

時
を
守
る
」
を
基
盤
と
し
て
、

豊
か
な
心
を
も
ち
、
規
律
あ
る
行
動
が

で
き
る
児
童
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
の
伝
統
を
し
っ
か
り
と
受
け
継

ぎ
、「
金
声
健
児
の
育
成
」に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

   

私
た
ち
と
人
権
シ
リ
ー
ズ
111

河
村
　
隆

人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
て

　

東
田
布
施
小
学
校　

校
長
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★
カ
レ
ー
風
味
の
ま
ろ
や
か
野
菜
ス
ー
プ
★

夏
バ
テ
予
防
に
は
、
手
軽
に
作
れ
る
こ
の
１
品
。
カ
レ
ー
風
味

で
食
欲
増
進
！
野
菜
た
っ
ぷ
り
栄
養
満
点
！
い
い
と
こ
取
り
の

ま
ろ
や
か
ス
ー
プ
で
す
。

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

① 

玉
ね
ぎ
は
、
薄
く
ス
ラ
イ
ス
す
る
。

② 

じ
ゃ
が
い
も
と
人
参
は
、
１
㎝
角
く
ら
い
の
角
切
り

に
す
る
。
し
め
じ
は
、
石
づ
き
を
取
っ
て
ほ
ぐ
す
。

③ 

鍋
に
油
を
熱
し
、
①
を
炒
め
て
し
ん
な
り
し
た
ら
、

②
の
野
菜
も
入
れ
て
炒
め
る
。
表
面
に
火
が
通
っ
た

ら
、
小
麦
粉
と
カ
レ
ー
粉
も
加
え
て
炒
め
る
。

④ 

水
・
牛
乳
・
固
形
コ
ン
ソ
メ
を
加
え
て
煮
立
て
、
軽

く
混
ぜ
な
が
ら
ト
ロ
ミ
を
つ
け
る
。材
料
に
火
が
通
っ

て
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
、
塩
と
こ
し
ょ
う
で
味
を

調
え
る
。

⑤ 

器
に
盛
り
、
ゆ
で
て
小
口
切
り
に
し
た
い
ん
げ
ん
を

散
ら
す
。

１人分の栄養価

エネルギー…125kcal
たんぱく質…3.8g　脂質…5.4g
カルシウム…76mg　塩分…0.9g

材
料
（
４
人
分
）

2014　8/8 号　

玉ねぎ　　　　　 （1/2個）１００g
じゃがいも　　　　（１個）１００g
人参　　　　　　　　（１本）８０g
しめじ　　　　　　　　　　５０g
油　　　　　　　　　　　大さじ１
小麦粉　　　　　　　　　大さじ２
カレー粉　　　　　　　　小さじ１
固形コンソメ　　　　　　　　１個
水　　　　　　　　１・1/2カップ
牛乳　　　　　　　　　　１カップ
　　塩　　　　　　　　小さじ1/4
　　黒こしょう　　　　　　　少々
さやいんげん

▼地元食材を意識して購入している人の割合

　「地産地消」とは、地域でとれた食材をその地域で消費することです。8割以上の町民がこの意味を知ってい

るものの、地元の食材を意識して購入している人は３割弱に留まっています。この現状を受け、町では、さら

なる地産地消の定着を目指して取り組んでいきます。

問保健センター　　☎５２- ４９９９

■目標　『食への関心を深めよう』

●旬の食材が新鮮なうちに手に入る

　品質の良い食材が安価で買えます。旬の食材は栄養

価が高くおいしいです。

●生産者と消費者のコミュニケーションがとれる

　どんな人がどこで作った食材か…など、生産者の

顔が見えて安心です。生産者の苦労話や食の知恵を

聞くことで、食への関心が深まり、好き嫌いを減ら

すきっかけになります。

●「郷土料理」を維持 ・継承できる

　郷土料理には、その地域独自の風土で育つ食材が

使われています。伝統の味を絶やさぬよう受け継い

でいきましょう。

●環境に優しい

　食べものを運ぶ距離が長いほど、トラックなどか

ら出る二酸化炭素が増え、環境の悪化に繋がります。

地元食材の流通が増えれば、環境を守ることができ

ます。

■ 「地産地消」の利点

●「食料自給率（カロリーベース）」が上がる

　「国内で消費する食料のうち国内産の割合」を示し

た食料自給率は、日本は39％（H24時点）で、多く

を外国からの輸入に頼っています。輸入は突然止ま

ることがあります。食料不足にならないように、食

卓に地元食材を増やしていきましょう。

食料自給率を上げるためには

★ごはんを中心に、野菜をたっぷり使った
　　バランスのよい食事をしましょう
★食べ残しを減らしましょう
★地元の食材を「ひとくち」プラスしましょう

　・毎日ごはん（１杯）を食べると

　　　　　　　→自給率が約6％アップ！

　・毎日豆腐（１／２丁）食べると

　　　　　　　→自給率が約3％アップ！

　・毎日じゃがいも（１個）を食べると

　　　　　　　→自給率が約3％アップ！

　・毎日牛乳（200ml）を飲むと

　　　　　　　→自給率が約5％アップ！

　・３日に1回あじ（1匹）を食べると

　　　　　　　→自給率が約5％アップ！

※「やまぐち食料自給率向上行動計画」より引用

(

区　分 現状値 目標値
20 歳以上 25.1％ 40％以上

「田布施町健康増進計画」    ～栄養・食生活編④～

健康づくり推進キャラクター
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さくら橋の清掃が行われました
　７月６日（日）、商工会婦人部によるさくら橋の
清掃が行われました。

　河内孝行さんが平成26年度山口県社会教育功
労者として表彰され、７月２日（水）に町長へ受賞
報告されました。河内さんは、社会教育委員とし

社会教育功労賞を受賞されました

FC クレアーレ、中国大会出場
　7月２日（水）、平生町を中心に活動を行ってい
るU-15クラブユースサッカーチーム「FCクレアー
レ」が、町長へ中国大会出場の報告を行いました。
　この日訪れたのは、田布施中学校所属の生徒９
名で、８月２日（土）～３日（日）に、島根県益田市
で行われる中国クラブユースサッカー選手権に向
けて、抱負を語っていました。

Town News
Tabuse

麻郷嵯峨音頭を練習しました
　７月14日（月）に麻郷嵯峨音頭の練習が麻郷小
学校で行われました。
　運動会に向けての練習で、麻郷公民館・麻郷ふ
るさとの会・婦人会の指導のもと、麻郷小学校の
１・２年生は熱心に踊りを練習していました。

　当日はあいにくの天気で
したが、婦人部のみなさん
は、ゴミ拾いをはじめ草ひ
きや掃き掃除などでさくら
橋の美化に励んでいまし
た。

て平成 19 年４月
から７年にわたる
功績が認められ、
今回の受賞となり
ました。

▲県庁で表彰を受ける河内さん
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俳
句
・
短
歌

裏
山
の
鶯
と
妻
の
オ
カ
リ
ナ　

上
手
く
な
っ
て
き
た

蚊

遣

り

の

匂

い

し

て　

幸

せ

な

家

族

老
い
ら
く　

惚
れ
た
惚ほ

う

け
た
字
同
じ
に
し
て
哀
し

蓮

田
に

お

お

き

な

白
い

花　

曇

天

あ

か

る

く

ち
ょ
う
ち
ょ
う
ひ
ら
ひ
ら　

あ
の
世
こ
の
世
の
境
は
見
え
な
い

　
　
　
　

短
歌

久
々
に
麦
飯
を
食
む
も
ち
も
ち
と

　
　

歯
ご
た
え
あ
り
て
意
外
と
旨
し	

熊
谷　

玲
子

山や
ま
か
い峡

の
里
に
見
慣
れ
し
黄
の
電
車

　
　

何
年
ぶ
り
ぞ
客
と
し
て
坐
る	

藤
田　

京
子

い
ず
べ
さ
し
ゆ
く
白し

ら
と
り鳥

か
逆
光
の

　
　

夕
日
の
中
に
影
と
な
り
消
ゆ	

吉
村　

京
子

母
の
日
の
バ
ル
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー
届
き
た
り

　
　

嫁
の
や
さ
し
さ
ふ
っ
く
ら
灯
る	

城　
　

恭
子

母
の
声
聞
き
し
最
後
の
電
話
よ
り

　
　

一
年
経
ち
ぬ　

七
月
四
日	

加
賀
谷
由
紀
子

国
本
英
智
郎

田
村　

節
子

吉
村　

勝
義

加
治　

紀
子

中
谷
み
さ
を

周
防
一
夜
会

田布施図書館　　　☎５２-２２８８

～新しく入った本の一部を紹介します～

●
話
題
の
本
●

『うみの 100 かい
　　　　だてのいえ』
   いわい　としお 作

　

こ
こ
は
海
に
浮
か
ぶ
船
の
上
。
女
の

子
が
カ
モ
メ
に
え
さ
を
あ
げ
よ
う
と
し

た
ら
、
テ
ン
ち
ゃ
ん
と
い
う
人
形
を
海

に
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
あ
、

テ
ン
ち
ゃ
ん
は
女
の
子
の
も
と
へ
帰
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
「
１
０
０
か
い
だ

て
の
い
え
」シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
。

e メールアドレス　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

ホームページ　　　http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
８月の休館日

こ
ど
も
生
物
図
鑑

	

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
バ
ー
ニ
ー

き
み
の
す
き
な
ど
う
ぶ
つ
な
あ
に
？

	

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

だ
れ
の
お
よ
め
さ
ん
に
…
？

	

い
も
と
よ
う
こ

ず
か
ん　

た
ね	

近
田　

文
弘

さ
よ
な
ら
宇
宙
人	
高
科　

正
信

が
っ
こ
う
の
お
ば
け
ず
か
ん	
斉
藤　
　

洋

　
「
ゆ
る
や
か
」
は
「
は
や
い
」。「
は
や

い
」
は
「
つ
よ
い
」。
生
き
づ
ら
い
世
の

中
を
、
身
軽
に
、
ゆ
る
や
か
に
生
き
る

ヒ
ン
ト
。『
週
刊
現
代
』『
毎
日
が
発
見
』

『
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
』に
掲
載
さ
れ
た
エ
ッ

セ
イ
の
中
か
ら
既
刊
本
に
未
収
録
の
も

の
を
集
成
。

働
か
な
い
オ
ジ
サ
ン
に
な
る
人
、
な
ら
な

い
人	

楠
木　
　

新

紙
つ
な
げ
！
彼
ら
が
本
の
紙
を
造
っ
て
い

る	

佐
　々

涼
子

ひ
ん
や
り
さ
っ
ぱ
り
夏
レ
シ
ピ

	

村
井
り
ん
ご

冷
蔵
庫
超
片
づ
け
術	

島
本
美
由
紀

産
後
、
つ
ら
く
な
っ
た
ら
読
む
本

	

や
ま
が
た
て
る
え

天
の
光	

葉
室　
　

麟

ア
ク
ア
マ
リ
ン
の
神
殿	

海
堂　
　

尊

山
女
日
記	

湊　

か
な
え

●
話
題
の
本
●

児
童

一
般

◆
お
し
ゃ
べ
り
箱
お
は
な
し
の
会

　

８
月
23
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～

※
場
所
は
図
書
館
２
Ｆ
講
座
室

 『ゆるやかな
　　　　　生き方』
   五木　寛之 著

　
　
　
　

麻
郷
俳
句
教
室

鯱
し
ゃ
ち
ほ
こや

西
日
の
中
に
天
守
あ
り	

田
村　

文
代

夏
座
布
団
話
し
残
し
て
席
を
立
つ	

松
根
千
代
子

藺
座
布
団
積
み
重
ね
て
は
崩
れ
け
り	

播
磨　

春
枝

夏
座
布
団
新
し
く
し
て
母
忌
日	

岡　
　

倫
子

軸
を
変
へ
夏
座
布
団
に
客
を
待
つ	

西
方　

一
恵

居
酒
屋
の
狭
き
小
上
り
夏
座
布
団	

曽
我　

欣
行

2014　8/8 号　

毎週月曜日
月末整理31日（日）



１ 日　手作りおもちゃで遊ぼう
８ 日　敬老の日のプレゼント作り
22 日　身体測定
29 日　体を使って遊ぼう

２ 日　敬老の日のプレゼント作り
９ 日　おにぎりギュッ！
16 日　小麦粉粘土で遊ぼう
30 日　身体測定

赤ちゃんサロン

10 ： 00 ～ 12 ： 00

【９月行事】

毎週月曜日
０歳児対象

毎週火曜日
１歳児対象

★はいはい

★よちよち

毎週木曜日
２歳児対象★すくすく

   9 :30 ～ 16:00
 12:15 ～ 13:15）

   
9:30 ～ 12:00

４ 日　リトミック
11 日　敬老の日のプレゼント作り
　　　おにぎりギュッ！
18 日　小麦粉粘土で遊ぼう
25 日　身体測定
26 日（金）調理実習※限定 10 組

9

月～金曜日
（昼休み

土曜日

17 日（水）　誕生会

★全員対象

  24 日（水）マタニティサロン
　　　　　　　妊婦さん対象　

（Ｈ 25 年４月２日以降生まれ）

（Ｈ24年４月２日～Ｈ25年４月１日生まれ）

（Ｈ23年４月２日～Ｈ24年４月１日生まれ）

５日（金）　孫サロン

広報たぶせNo.927

社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

（
６
／
21
～
７
／
20
受
付
分
）

◎施設開放

田布施保育園 子育て支援センター ☎５３- １０１２

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

中　

西　

南　

昌
宏

＊ 

香
典
返
し

大
波
野
中　

河
岡
和
彦
（
父
）
冨
二
郎

大
国
木　

吉
次
正
行
（
母
）
和
子

瀬　

戸　

来
須
正
之
（
母
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
節
子

匿
名
２
件

＊ 

車
椅
子
借
用
お
礼
と
し
て

八
和
田　

中
島
篤
子

＊ 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
借
用
お
礼

と
し
て

匿
名
１
件

＊ 

電
動
ベ
ッ
ド

高　

塔　

塩
谷
廣
文

０１２
たぶせ

《子育ての名脇役、孫育ての　　
みなさんを応援しています》

町子連ドッジボール大会 

　７月26日（土）、田布施町子ども会育成連絡
協議会のドッジボール大会がスポーツセンター
体育館で開催されました。
　町内各地域から254人の子どもが参加し、低・
中・高学年の３つの部門に分かれて元気いっぱ
いプレーしました。
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漁
業
者
のみ

な
さ
ん
へ

お知らせ
知

８
月
は

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

お知らせ
知

　

道
路
は
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に

道
路
の
役
割
や
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
、
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先

　

建
設
課　

土
木
管
理
係

　

☎
52
‐
５
８
０
７

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

町
長
選
挙　

立
候
補

予
定
者
説
明
会

　

任
期
満
了（
平
成
26
年
11
月
14
日
）

に
伴
う
田
布
施
町
長
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
へ
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
そ
の
代
理
の
人
は
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
日
時　

９
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

◇
場
所　

町
役
場
３
階
第
２
委
員
会
室

◇
問
合
せ
先　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
52
‐
５
８
０
２

お知らせ
知

山
口
原
爆
死
没
者
追

悼
・
平
和
式
典

　

原
爆
死
没
者
へ
の
追
悼
の
気
持
ち

を
風
化
さ
せ
ず
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や

恒
久
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
く
た
め
に
、
第
40
回
山
口

原
爆
死
没
者
追
悼
・
平
和
式
典
を
節

目
の
年
と
し
て
挙
行
し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ
知

特
別
障
害
手
当
・

　

障
害
児
福
祉
手
当

　

自
宅
で
生
活
し
、
重
度
の
障
害
の

た
め
に
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人

を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。
こ
の
手

当
を
受
け
る
に
は
受
給
資
格
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
対
象
者

○
特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
）

・
概
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級

程
度
の
障
害
が
重
複
し
て
い
る
人

・
最
重
度
の
知
的
障
害
の
た
め
常
時

介
護
が
必
要
な
程
度
以
上
の
人

○
障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
）

お知らせ
知

・
概
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級

程
度
の
障
害
が
あ
る
人

・
最
重
度
の
知
的
障
害
の
た
め
常
時

介
護
が
必
要
な
程
度
以
上
の
人

※
詳
細
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
手
当
額

　

特
別
障
害
者
手
当

　
　

月
額
２
万
６
０
０
０
円

　

障
害
児
福
祉
手
当

　
　

月
額
１
万
４
１
４
０
円

◇
所
得
制
限

　

本
人
ま
た
は
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

保
健
福
祉
企
画
室

　

☎
０
８
２
０
‐
22
‐
３
７
７
７

　

町
民
福
祉
課

　

☎
52
‐
５
８
１
０

【
山
口
の
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
】

◇
日
時　

９
月
６
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
12
時
30
分

◇
場
所

・
第
１
部　

山
口
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

・
第
２
部　

原
爆
死
没
者
之
碑
前

◇
問
合
せ
先　

山
口
県
原
爆
被
爆
者

　

支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
だ
苑　

坂
本

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
８
５

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
録
申
請

　

瀬
戸
内
海
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る
人
は
９

月
１
日（
月
）か
ら
９
月
５
日（
金
）ま

で
の
間
に
漁
業
協
同
組
合
を
通
じ
て

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。（
申
請
書
は
山
口
県
漁
協

田
布
施
支
店
に
あ
り
ま
す
）

◇
問
合
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
52
‐
５
８
０
２

◎
平
成
26
年
度
最
優
秀
賞

　「
子
や
孫
に

  

　
　
つ
な
げ
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
道
が
あ
る
」
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イ
チ
ジ
ク
栽
培

　
　

説
明
会
の
開
催

　

田
布
施
町
近
辺
で
栽
培
の
さ
か
ん

な
「
イ
チ
ジ
ク
」
の
栽
培
・
販
売
を

目
指
す
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
南
す
お
う
の

イ
チ
ジ
ク
の
状
況
・
栽
培
方
法
・
年

間
の
作
業
の
概
要
・
経
営
状
況
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇
日
程

①
８
月
27
日
（
水
）

②
９
月
６
日
（
土
）

お知らせ
知

行
政
書
士
電
話
相
談

相  談
相

◇
日
時

　

10
月
１
日
（
水
）・
２
日
（
木
）

◇
場
所

　

山
口
市
駅
通
り
２
‐
４
‐
17

　

山
口
県
行
政
書
士
会

◇
相
談
方
法　

無
料
電
話
相
談

◇
対
象
者

①
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害

　

な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分

　

な
人

②
将
来
、
判
断
能
力
が
な
く
な
っ
た

　

ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
が
あ
る
人

③
①
・
②
の
人
を
支
え
る
家
族
、
支

　

援
者
、
福
祉
関
係
者
、
一
般
市
民

◇
相
談
内
容

　

成
年
後
見
に
関
す
る
相
談

◇
相
談
方
法
お
よ
び
予
約
受
付

①
訪
問
相
談
（
要
予
約
）

　

９
月
１
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

司
法
書
士

無
料
成
年
後
見
相
談
会

相  談
相

緊
急
速
報

　

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

田
布
施
町
で
は
、
い
ち
早
く
災

害
・
避
難
情
報
を
伝
え
る
手
段
と
し

て
、
平
成
24
年
１
月
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
が
提
供
す
る
緊
急
速
報
「
エ
リ

ア
メ
ー
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
「
緊
急
速
報
メ
ー

ル
」
サ
ー
ビ
ス
も
平
成
26
年
８
月
か

ら
活
用
し
、
田
布
施
町
内
の
対
象
携

帯
電
話
を
所
有
し
て
い
る
み
な
さ
ん

に
配
信
し
ま
す
。

◇
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

・
災
害
時
も
通
信
規
制
を
受
け
ず
に

迅
速
に
配
信
で
き
ま
す
。

・
田
布
施
町
エ
リ
ア
に
一
斉
配
信
す
る

た
め
、
他
町
か
ら
田
布
施
町
に
来

ら
れ
て
い
る
人
に
も
配
信
し
ま
す
。

・
事
前
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
は

不
要
で
、
対
応
機
種
を
お
持
ち
の

人
は
ど
な
た
で
も
受
信
で
き
ま
す
。

・
受
信
時
に
は
、
画
面
に
配
信
情
報

が
自
動
的
に
表
示
さ
れ
、
専
用
の

着
信
音
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
月
額
使
用
料
や
通
信
料
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

◇
配
信
情
報

《
気
象
庁
か
ら
の
配
信
情
報
》

・
緊
急
地
震
速
報

お知らせ
知

《
田
布
施
町
か
ら
の
配
信
情
報
》

・ 

避
難
や
津
波
に
関
す
る
情
報

・
大
規
模
テ
ロ
な
ど
国
民
保
護
に
関

す
る
情
報

◇
利
用
方
法

　

こ
れ
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
た

　

め
に
は
、
対
応
し
て
い
る
携
帯
電

　

話
で
、
か
つ
、
受
信
設
定
が
「
Ｏ

　

Ｎ
」
に
設
定
さ
れ
て
い
る
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。

　

利
用
方
法
、
対
応
機
種
な
ど
に
つ

　

い
て
は
、
各
携
帯
電
話
事
業
者
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

　

販
売
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

総
務
課

　

☎
52
‐
５
８
０
２

　

の
期
間
で
相
談
者
が
希
望
す
る
日

　

時
（
原
則
平
日
）
に
、
山
口
県
内

　

の
希
望
す
る
場
所
に
お
い
て
当
セ

　

ン
タ
ー
の
相
談
員
が
訪
問
し
、
相

　

談
を
受
け
る

②
予
約
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
相
談

　

内
容
・
希
望
す
る
日
時
と
場
所
を
、

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送

③
予
約
受
付
期
間

　

８
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
９
月
30
日
（
火
）

◇
問
合
せ
・
予
約
連
絡
先

　

〒
７
５
３
‐
０
０
４
８

　

山
口
市
駅
通
り
２
‐
９
‐
15

　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

　

サ
ポ
ー
ト
山
口
支
部

　
　
　
（
予
約
連
絡
は
相
談
予
約
係
）

　

☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
２
２
０

　

Fax
０
８
３
‐
９
２
１
‐
０
４
７
５

　

広
報
７
月
25
日
号
３
ペ
ー
ジ

「
介
護
・
家
事
援
助
講
習　

受
講

生
募
集
」で
、
講
師
が「
町
保
健
セ

ン
タ
ー
保
健
師
」
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
現
時
点
で
講
師
は
未
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

☎
０
１
２
０
‐
１
２
３
‐
８
２
４

◇
相
談
内
容

　

相
続
・
遺
言
・
自
動
車
・
建
設
業
・

法
人
設
立
・
契
約
・
示
談
・
内
容

証
明
・
農
地
転
用
・
公
正
証
書
・

営
業
許
可
・
国
際
業
務
・
成
年
後

見
・
産
業
廃
棄
物
・
交
通
事
故
・

告
訴
状
・
著
作
権
に
関
す
る
こ
と

な
ど

◇
相
談
員

　

山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
０
５
９

　

ど
ち
ら
も
午
前
10
時
～
正
午
頃
ま
で

◇
場
所

　

Ｊ
Ａ
南
す
お
う
本
所
経
済
棟
２
階

◇
こ
の
よ
う
な
人
を
待
っ
て
ま
す
！

　

イ
チ
ジ
ク
の
栽
培
と
出
荷
に
興
味

　

の
あ
る
人

○
土
地
を
お
持
ち
で
な
い
人
も
相
談

　

に
の
り
ま
す
。

○
イ
チ
ジ
ク
は
軽
作
業
が
多
く
、
女

　

性
主
体
で
も
栽
培
可
能
で
す
。

◇
そ
の
他

　

資
料
準
備
の
た
め
、
参
加
を
希
望

　

さ
れ
る
人
は
各
開
催
日
の
３
日
前

　

ま
で
に
お
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ

　

さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

Ｊ
Ａ
南
す
お
う

　

経
済
部
営
農
課　

山
根

　

☎
22
‐
９
７
８
７
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熊
南
総
合
事
務
組
合
で
は
、馬
島
・

佐
合
島
航
路
に
お
け
る
臨
時
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
職
務
内
容　

　

船
長
（
ま
し
ま
丸
・
ひ
ら
お
丸
の

　

船
長
）
お
よ
び
甲
板
員
（
運
賃
の

　

徴
収
と
運
航
助
手
）

◇
応
募
資
格

　

１
級
ま
た
は
２
級
小
型
船
舶
操
縦

士
お
よ
び
特
定
操
縦
免
許
の
資
格

を
有
し
尾
津
漁
港
（
麻
里
府
）
に

通
勤
可
能
な
人

◇
勤
務
日　

週
３
日
か
ら
４
日
勤
務

で
、
土
日
・
祝
日
勤
務
可
能
な
人

◇
勤
務
時
間　

午
前
６
時
20
分
～
午

　

後
６
時
30
分
の
間
の
運
航
時
間
内

◇
募
集
人
員　

１
人

◇
賃
金

　

船
長　

１
万
７
０
０
０
円
／
日

　

甲
板
員　

１
万
円
／
日

※
月
１
回
支
給
し
ま
す
。

◇
保
険
関
係　

船
員
保
険
を
適
用

◇
申
込
期
限　

８
月
29
日
（
金
）

◇
申
込
方
法　

履
歴
書
を
熊
南
総
合

事
務
組
合
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

〒
７
４
２
‐
１
１
０
７

　

平
生
町
大
字
曽
根
４
３
３
‐
３

熊
南
総
合
事
務
組
合

臨
時
職
員
の
募
集

募  集
募

募  集
募
河
川
愛
護
月
間

　
　

絵
手
紙
の
募
集

◇
募
集
内
容

　

テ
ー
マ
「
川
遊
び
～
川
で
の
思
い

出
・
川
へ
の
思
い
～
」

　

川
で
の
体
験
や
川
と
触
れ
合
い
感

じ
た
「
川
で
の
思
い
出
や
川
へ
の

思
い
」
を
文
章
に
し
、
絵
と
組
み

合
わ
せ
て
描
い
た
絵
手
紙
（
デ
ザ

イ
ン
・
彩
色
・
画
材
は
自
由
）
を

募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

※
応
募
で
き
る
作
品
は
1
人
1
作
品

◇
応
募
方
法

　

応
募
作
品（
郵
便
は
が
き
サ
イ
ズ
）

の
裏
面
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

防
火
標
語
の
募
集

募  集
募

◇
応
募
資
格　

田
布
施
町
に
居
住
す

　

る
65
歳
以
上
の
人

◇
課
題

・
住
宅
防
火
（
特
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
）
に
関
す
る
も
の

・
放
火
火
災
の
防
止
に
関
す
る
も
の

・
火
災
が
起
こ
っ
た
際
、
火
が
つ
き

に
く
く
、
燃
え
広
が
ら
な
い
防
炎

エ
プ
ロ
ン
の
普
及
に
関
す
る
も
の

・
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
も
の

（
山
火
事
予
防
に
関
す
る
も
の
は
除
く
）

◇
応
募
要
領　

官
製
は
が
き
に
作
品

　
（
標
語
１
点
）・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
し
送
付

◇
そ
の
他

・
１
人
１
点

・
入
賞
発
表
は
平
成
27
年
２
月
中
旬

　

予
定

・
自
作
の
未
発
表
の
も
の
と
す
る

・
提
出
作
品
は
原
則
返
却
し
な
い

　

田
布
施
町
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

行
事
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
先

社
会
教
育
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
52
‐
５
８
１
３

◇
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
火
）

※
た
だ
し
、
こ
の
期
間
以
降
も
随
時

　

受
け
付
け
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募  集
募

　

山
口
県
警
察
で
は
、
情
報
処
理
技

術
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

◇
募
集
人
員　

２
人
程
度

◇
受
験
資
格　

受
験
案
内
を
参
照

◇
募
集
期
間

　

７
月
30
日（
水
）～
９
月
８
日（
月
）

◇
受
験
案
内
・
申
込
書

　

山
口
県
警
察
本
部
・
各
警
察
署
で

情
報
処
理
技
術
者
の

募
集

募  集
募

配
布

　

山
口
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
０
１
１
０

・
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と

◇
応
募
期
限

　

10
月
３
日（
金
）必
着

◇
応
募
・
問
合
せ
先

　

〒
７
４
３
‐
０
０
１
１

　

光
市
光
井
６
‐
16
‐
１

　

光
地
区
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

　

熊
南
総
合
事
務
組
合

　

☎
57
‐
０
５
３
０

号
の
ほ
か
、
小
・
中
・
高
校
生

は
学
校
名
と
学
年
を
明
記
し
郵
送

（
氏
名
、
住
所
お
よ
び
学
校
名
に
は

ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

◇
応
募
期
限　

　

９
月
22
日
（
月
）　

※
当
日
必
着

◇
応
募
・
問
合
せ
先　

　

〒
１
０
０
‐
８
９
１
８

　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
‐
１
‐
３

　

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全

局
治
水
課
内

　
「
河
川
愛
護
月
間
」
絵
手
紙
募
集
係

　

☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
８
１
１
１
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

熊ゆ
う　

南な
ん　

祭さ
い

催  し
催

　

熊
毛
南
高
校
の
文
化
祭
で
す
。

○
９
月
６
日（
土
）

　

午
前
８
時
40
分
～
正
午

　

パ
ソ
コ
ン
部
・
放
送
部
・
吹
奏
楽

部
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
（
体
育
館
の
み
一
般
公
開
）

○
９
月
７
日（
日
）　

　

午
前
８
時
40
分
～
午
後
２
時

　

ビ
デ
オ
上
映
、
文
化
部
展
示
、
お

茶
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
男
女
装

コ
ン
テ
ス
ト
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・

焼
き
鳥
・
焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬

店
（
一
般
公
開
）

※
大
部
分
が
校
舎
内
で
す
の
で
、
ス

リ
ッ
パ
を
ご
持
参
下
さ
い
。

■
場
所
・
問
合
せ
先　

　

熊
毛
南
高
校（
駐
車
場
あ
り
）

　

☎
56
‐
３
０
１
７

危
険
物
取
扱
者
試
験

試  験
試

◇
試
験
日　

11
月
16
日（
日
）

◇
試
験
会
場

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
ほ
か

　
（
光
地
区
会
場
は
乙
種
４
類
の
み
）

◇
受
験
手
数
料

　

甲
種
５
０
０
０
円
、
乙
種
３
４
０
０

　

円
、
丙
種
２
７
０
０
円

◇
受
付
期
間

　

８
月
29
日（
金
）～
９
月
12
日（
金
）

　

※
電
子
申
請
…
８
月
26
日
（
火
）

～
９
月
９
日
（
火
）（
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
〈http://w

w
w

.
shoubo-shiken.or,jp

〉
を
参
照)

◇
願
書
提
出
・
備
付
先　

光
地
区
消

　

防
組
合
消
防
本
部
ま
た
は
東
消
防
署

■
準
備
講
習
会

◇
対
象　

乙
種
４
類
の
受
験
者

◇
日
時　

10
月
31
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
場
所　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
受
講
料

・
光
地
区
防
災
協
会
加
入
事
業
所
の

　

受
講
者　
　
　
　
　

４
０
０
０
円

・
右
記
以
外
の
受
講
者　

７
０
０
０
円

※
受
講
料
に
は
、
テ
キ
ス
ト
・
乙
４

　

例
題
集
代
金
を
含
み
ま
す
。 

◇
募
集
人
数  

先
着
50
人

◇
講
習
会
受
付
期
間

試  験
試
身
体
障
害
者
対
象
の

県
職
員
採
用
選
考

◇
選
考
職
種

　
「
事
務
」
…
３
人
程
度

　

知
事
部
局
、
教
育
庁
、
企
業
局
等

の
各
課
お
よ
び
出
先
機
関
（
県
立

学
校
を
含
む
）
に
お
け
る
一
般
行

政
事
務

　
「
小
・
中
学
校
事
務
」
…
１
人
程
度

市
町
小
・
中
学
校
に
お
け
る
一
般

事
務

◇
選
考
日
時
お
よ
び
場
所

○
第
１
次
選
考　

10
月
４
日
（
土
）

　

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

・
受
付

　

午
前
10
時
20
分
～
午
前
10
時
40
分

・
試
験

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

○
第
２
次
選
考

　

10
月
31
日
（
金
）　

山
口
県
庁

◇
受
付
期
間　

　

７
月
11
日
（
金
）
～
８
月
29
日
（
金
）

※
点
字
版
の
受
験
案
内
は
、
田
布
施

町
役
場
総
務
課
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

〒
７
５
３
‐
８
５
０
１

　

山
口
市
滝
町
１
‐
１

　

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
係

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
４
７
４

　

８
月
29
日（
金
）～
９
月
12
日（
金
）

◇
申
込
方
法  

受
験
願
書
提
出
時
に

　

代
金
を
添
え
て
申
込
む

◇
問
合
せ
先

　

光
地
区
防
災
協
会
事
務
局

　
（
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
内
）

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

催  し
催
み
ん
な
で
楽
し
む

　
　
　
　

天
体
観
測

　

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
火
星
や

土
星
を
観
測
し
、
星
座
の
見
つ
け

方
を
学
ん
で
、
夏
の
星
座
を
観
測

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ふ
る
っ
て
御

参
加
く
だ
さ
い
。（
参
加
無
料
）

※
中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
。

◇
日
時

　

８
月
26
日
（
火
）・
27
日
（
水
）

　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

◇
場
所

　

や
ま
ぐ
ち
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
山
口
市
秋
穂
二
島
１
０
６
２

　
　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
内
）

◇
定
員　

各
回
30
人

◇
募
集
期
間

　

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切

◇
申
込
・
問
合
せ
先

　

や
ま
ぐ
ち
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
支
援
部

　

☎
０
８
３
‐
９
８
７
‐
１
１
９
０

　

Fax
０
８
３
‐
９
８
７
‐
０
２
０
９

　

E-m
ail　

gakko@
center.ysn21.jp

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.ysn21.jp/

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
お
願
い 

し
ま
す
。
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※出演団体

　琴昇流大正琴（田布施ハープ会）・雪峰流剣詩
舞中央教室・吟詠教室・石城歌謡教室・麻里
府ミュージッククラブ・日舞　美音若会・西
田布施同好会（歌謡）・雪峰流竹柳舘剣詩舞道
田布施剣詩舞会・国木歌謡教室・西田布施歌
謡教室・八和田カラオケ教室・麻里府歌謡教
室・レイフラワー田布施・ひまわり歌謡教室・
藤恵会日舞・雪峰流竹柳舘波野吟詠会・田布
施歌謡教室・大正琴橘流優美会・喜楽会生き
がい歌謡教室・バンブーうたくらぶ・たぶせ
竹楽坊・悠々ハーモニカクラブ

問社会教育課　☎52-5813

生涯学習芸能発表会

平成 26 年度 田布施町

2014　8/8 号　

○日　時　　　10月11日（土）

　　　　　　　　
午前10時スタート

○コース　①郷土館コース（４．４km）

　　　　　②大橋コース　（６．８km）

　　　　　③古墳コース　（９．０km）

○参加資格　健康で参加でき、交通ルールを守れる人

　　　　　　※小学３年生以下は保護者同伴

○参加料　５００円　※小学３年生以下は無料

○参加賞　小学４年生以上の人にタオルを進呈

○申込期限　９月25日（木）

○申込方法　各公民館・スポーツセンターに備え

　　　　　　付けの参加申込書に必要事項を記入　　

　　　　　　して提出してください。

　※「たぶせいきいき健康スタンプラリー」対象事業

　豊かな自然に恵まれ、歴史と伝統をうけついだわ
たくしたち田布施町民は、力を合わせ、活力にみち
未来に輝く田布施を築くため、この憲章を定めます。

町の木

クロガネモチ

町の花

コバノミツバツツジ

    

広
報
た
ぶ
せ

  NO.927

平
成
26
年

８
月
８
日

田 布 施 町 民 憲 章

　１.　健康で明るいくらしにつとめます
　１.　豊かな心を養い、文化を高めます
　１.　暖かい家庭を築き、伸びゆく力を育てます
　１.　人に親切にし、互いに助けあいます
　１.　きまりを守り、平和なふるさとをつくります

＊
「
広
報
た
ぶ
せ
」
の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
53
‐
１
１
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

日　時　９月７日（日）　正午～

場　所　西田布施公民館

主　催　田布施町文化協会

後　援　田布施町教育委員会

たぶせスポーツまつり

第４回田布施町ウォーキング大会

　　　　　　　　　　参加者募集！

問田布施スポーツクラブ（中央公民館内）
　☎５２- ５８１３

人口と世帯 人口	 15,927  人

  男	 7,567  人 
  女	 8,360  人 
世帯	 6,997 世帯

（増減 － 22 人）（７月１日現在）

＊
「
広
報
た
ぶ
せ
」
の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
53
‐
１
１
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　滞納が続くと、納期から本税（料）納付までの経過日数に
応じて延滞金が加算されます。督促手数料や延滞金を含めて
完納とならない場合滞納処分を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できない事情のある人など
の、納付に関する相談もお受けします。

８月・９月
休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　８月 31 日（日）   ９月 28 日（日）
■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　８月 29 日（金）   ９月 30 日（火）

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課	 ☎５２- ５８０４
　国民健康保険税 ･ 後期高齢者医療保険料 ･ 介護保険料
　　　　　　………健康保険課	 ☎５２- ５８０９
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課	 ☎５２- ５８１０
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課	 ☎５２- ５８０７
　下水道受益者負担金…建　設　課	 ☎５２- ５８１７

○町県民税　　　　　　　　　　（２期）
○国民健康保険税・介護保険料	　（２期）
○後期高齢者医療保険料　　　　（２期）

今月の
納期


